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す
ば
ら
し
ト
黄
道
光
の
出
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
↓
　
清

　
奮
年
末
の
二
十
六
日
、
自
分
は
朝
早
く
岡
山
着
、
水
野
氏

等
に
迎
え
ら
れ
て
講
習
會
場
に
入
っ
た
。
午
前
中
は
講
演
、

午
後
は
一
休
み
、
ダ
方
に
は
實
地
観
測
の
セ
め
に
廣
場
に
出

π
。
室
は
氣
持
好
く
晴
れ
て
、
ざ
ん
な
小
さ
な
星
で
も
見
え

る
。
ー
フ
ト
西
を
見
る
ε
、
意
獅
に
も
、
そ
こ
に
は
偉
大

な
る
黄
道
光
が
見
え
る
で
は
な
い
か
！
自
分
は
一
た
び
疲
れ

を
工
ん
だ
。
何
ε
な
れ
ば
時
は
ま
だ
十
二
月
の
末
で
、
　
（
黄

道
光
が
全
く
見
え
な
い
わ
け
で
は
無
い
が
、
）
こ
ん
な
大
き
な

形
の
も
の
が
、
今
ざ
う
し
て
見
え
る
の
だ
ら
う
P
．
岡
山
は

室
氣
が
好
い
ε
は
豫
て
か
ら
知
っ
て
み
る
が
、
只
そ
れ
の
み

の
理
由
で
、
此
の
重
畳
な
天
象
が
今
見
え
て
み
る
の
だ
ら
う

か
？
・
、
鯨
り
豫
想
外
の
こ
ε
な
の
で
暫
く
は
割
断
に
苦
し
ん

だ
。
見
よ
、
こ
の
光
り
を
。
太
陽
が
深
く
没
し
た
其
の
西
の

地
霊
か
ら
南
に
傾
き
な
が
ら
の
此
の
光
芒
が
、
正
し
く
黄
遁

に
沿
ふ
て
天
を
横
断
し
．
、
東
へ
延
び
に
延
び
て
、
大
丈
夫
、

牡
羊
座
に
ま
で
達
し
て
み
る
。
其
の
形
は
長
さ
が
長
い
割
合

に
、
幅
は
せ
ま
く
て
、
脚
部
で
も
二
十
度
を
餓
り
多
く
出
て

み
な
い
。
只
、
光
の
張
さ
に
至
っ
て
は
、
天
頂
を
東
西
に
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
カ

れ
て
る
る
天
の
河
ざ
相
謝
し
て
、
決
し
て
ひ
け
を
取
っ
て
み

な
い
。
一
壷
の
夜
の
天
の
肚
観
は
、
自
分
ε
し
て
も
始
め

て
見
る
ε
こ
ろ
で
唖
然
π
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
π
。
幸
ひ
、

見
學
の
π
め
集
ま
ら
れ
た
講
習
員
諸
氏
に
も
、
星
座
の
一
通

り
を
案
内
す
る
ε
同
時
に
、
此
の
偉
親
を
紹
介
し
、
誠
に
好

都
合
の
デ
モ
ソ
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
な
す
こ
ε
が
出
來
た
。

　
二
十
七
日
置
は
曇
り
。
二
十
八
日
の
早
朝
、
約
束
に
よ
り

床
よ
り
起
き
て
、
又
、
廣
場
に
出
で
、
多
く
の
熱
一
6
家
ご
、

乙
女
座
に
居
な
ら
ぶ
諸
遊
星
を
槻
察
し
な
。
此
の
聴
、
叉
々

日
出
前
の
東
方
地
李
線
に
、
可
な
り
著
し
い
黄
道
光
が
見
え

だ
。
こ
の
度
は
、
長
さ
は
危
ふ
く
火
星
に
届
き
兼
ね
る
ぐ
ら

ゐ
で
あ
る
が
、
脚
元
の
幅
は
非
常
に
ひ
ろ
く
、
臨
め
に
全
禮

の
形
は
殆
ん
、
ε
正
三
角
形
に
見
え
、
、
光
力
は
決
し
て
侮
れ
な

い
張
さ
で
あ
っ
ヤ
【
。

　
岡
山
」
に
於
け
る
観
察
は
、
こ
れ
だ
け
で
、
二
十
九
日
に
、

塗
骨
は
京
都
へ
蹄
つ
だ
。
し
か
る
に
、
翌
三
十
日
の
夜
、
け

だ
、
ま
し
「
電
報
」
の
聲
に
驚
か
さ
れ
た
。
迭
薬
紙
を
開
い
て

護
む
ご

　
　
コ
オ
ド
オ
コ
オ
ミ
ユ
ア
ト
フ
ミ
ミ
サ
ワ

ε
、
獲
信
者
は
確
か
に
信
州
諏
訪
の
三
澤
君
で
あ
る
。
さ
て
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臓
あ
の
黄
三
光
が
諏
訪
で
見
え
だ
の
か
一
し
か
も
其
れ
が

電
報
を
獲
す
る
程
度
に
！
自
分
は
岡
山
で
の
観
察
を
思
ひ
起

し
て
、
一
種
の
興
奮
を
威
じ
π
。
、
早
速
、
薫
れ
は
ブ
ど
プ
ソ

も
の
だ
ξ
取
り
激
へ
す
タ
イ
プ
を
π
N
い
だ
。

　
翌
三
十
一
日
の
夜
も
、
明
け
て
元
．
且
の
夜
も
、
自
分
は
天

測
毫
に
上
っ
て
槻
測
を
や
つ
だ
っ
そ
れ
ε
同
聴
に
黄
蓮
光
の

其
の
後
は
如
何
ξ
、
だ
へ
す
西
の
塞
を
眺
め
π
が
、
生
憎
、

飛
齢
す
る
雲
庁
の
だ
め
に
、
両
夜
ざ
も
、
否
其
の
次
ぎ
の
夜

も
、
其
の
教
ぎ
も
、
皆
同
じ
や
う
に
、
槻
望
は
妨
げ
ら
れ

だ
。
一
月
四
日
の
ダ
、
僅
か
の
雲
の
隙
か
ら
．
再
び
黄
道
光

ら
し
い
も
の
を
、
可
な
り
．
確
か
に
認
め
π
が
、
之
は
勿
論
月

が
落
ち
て
か
ら
の
時
刻
な
の
で
、
少
し
逞
過
ぎ
た
。
1
其

の
後
は
毎
夜
、
月
の
光
に
妨
げ
ら
れ
て
み
る
。

　
諏
訪
の
観
測
報
告
は
、
年
賀
郵
便
ご
共
に
、
歓
び
を
以
っ

て
落
手
し
だ
。
其
の
弓
丈
は
左
の
通
り
。
－
自
分
は
一
行

々
々
之
れ
を
護
ん
で
行
く
中
に
、
三
澤
、
山
岡
両
氏
の
熱
．
恥

な
る
熊
度
ε
鋭
利
な
る
観
察
ご
に
、
思
は
す
も
拍
手
喝
釆
を

禁
じ
な
か
つ
π
り
ま
こ
ご
に
新
春
關
頭
、
塗
れ
に
ま
さ
る
幅

音
は
無
い
。
（
巻
頭
の
ロ
維
を
見
よ
）

拝
啓
　
前
便
早
蓮
御
報
告
申
し
上
げ
て
置
音
ま
し
た
明
り
我
等
両
人
は
何
れ
も
去
ろ

二
＋
五
日
頃
よ
り
日
没
後
西
天
に
黄
溢
光
ら
し
き
も
の
た
認
め
て
居
η
ま
し

た
。
然
し
時
期
が
時
期
で
あ
り
ま
す
か
ら
（
冬
至
附
近
な
の
で
）
實
に
牛
信
牛
疑

で
居
り
ま
し
た
が
両
人
共
偶
然
一
致
し
ま
し
た
の
で
其
後
の
機
曾
た
狙
っ
て
居

り
ま
し
た
碗
幸
本
日
も
亦
晴
天
な
の
で
（
但
し
北
西
の
疾
風
中
々
寒
し
）
日
液
為

待
っ
て
居
り
ま
し
た
、
然
う
に
午
後
六
時
牛
頃
か
ら
叉
・
・
例
の
下
穿
光
ら
し
い

も
の
が
出
撹
し
て
彼
の
銀
河
ε
相
封
し
銀
河
位
の
光
度
で
然
し
斑
で
な
く
（
山

岡
君
ば
町
の
電
燈
の
下
で
も
充
分
認
め
ら
れ
た
ε
話
さ
れ
ま
し
た
）
實
に
西
天

の
偉
観
で
あ
り
ま
し
た
、
．
時
に
山
岡
君
も
來
ら
れ
両
人
し
て
自
宅
（
上
諏
訪
町

舳
…
田
）
の
裏
庭
で
観
測
し
星
圖
上
に
其
位
置
旧
光
度
等
な
認
入
し
ま
し
た
が
、

隔
り
の
美
し
さ
な
の
で
取
敢
え
す
電
報
な
以
て
御
報
皆
申
上
げ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
、
別
紙
は
其
観
測
の
要
項
丼
に
山
岡
君
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
ま
ず
、
謹
ん

で
貴
萱
に
供
し
ま
す
　
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
諏
訪
町
ニ
テ

　
大
正
＋
年
十
二
月
三
十
一
日
午
前
一
時
　
　
　
三
　
澤
勝
衛

山
本
先
生
玉
机
下

　
　
　
瞥
頁
道
光
観
測
標
出
回

　
一
、
観
測
時
刻
　
大
正
十
年
十
二
月
三
十
日
午
後
七
時

　
二
、
観
測
地
　
長
野
縣
上
諏
訪
町

　
三
、
等
光
線
（
銀
河
の
組
替
部
分
）

　
　
　
第
一
線
白
鳥
座
の
げ
、
．
。
間

　
　
　
第
二
線
　
カ
シ
ナ
ペ
イ
ア
の
α
、
β
、
ζ
問

　
　
　
第
三
線
白
鳥
座
の
ε
附
近

　
四
・
幅
、
地
平
線
附
近
に
於
て
三
十
三
度

　
五
、
高
さ
、
七
十
二
度

　
六
、
快
晴
、
僅
に
西
南
…
山
頂
近
く
に
噺
積
履
雲
た
認
め
し
の
み

　
七
、
場
所
、
町
の
入
家
の
裏

　
八
、
出
現
時
間
、
午
後
穴
時
三
十
分
頃
よ
り
同
八
時
二
十
分
頃
遙
以
後
は
暦

　
　
　
積
雲
俄
に
出
現
し
爲
め
に
不
明


